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造影エコー所見と病理学的所見との関連、3)造影エコーでプラークの fibrous cap の断裂
を診断するための cut-off 値算出の 3 項目について検討した。 
【対象と方法】 





みなし）、irregular（2mm 未満）、ulcerated（2mm 以上）の３郡に分類し、ulcerated の頻
度で比較した。エコー所見と病理所見の関連は、fibrous cap 断裂の有無、血栓の新旧、




潰瘍検出能の比較では、従来法では ulcerated の割合が 20％であったのに対し、造影エ
コーでは 58%と高い検出率を示した(p=0.002)。また造影エコー所見と Fibrous cap 
rupture、新鮮な血栓、modified classification の診断とがそれぞれに関連していた
(p<0.0001、p=0.048、p=0.001)。潰瘍の測定値と fibrous cap 断裂についての ROC 曲線で
















造影エコー所見と病理標本の照らし合わせにより、エコー上の潰瘍病変は Fibrous cap の
































A２：ステント後の plaque protrusion も現在実際に造影エコーを使用してみていま
す。ステント後でも詳細に観察できます。 
Q３：Conventional US では論文には BFI も行ったと書いてあるが、すべての症例に
Color だけでなく BFI をしているのか？ 

































A８：実際にはそのような 10 分後に強く染まってくる所見はなく、私のみた 10 分後は
減衰しているのみだったので、見ている範囲内ではわかりませんでした。しかし、そ
れ以上長時間観察すると何かわかるかもしれません。 
 
 
以上、内容の斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明確性および質疑応答の結
果を踏まえ、本論文は博士学位論文に値すると評価された。 
 
